
建築学科の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て

当 学科 は2004年度 よ り 現代の業界 ・ 社会の ニ ー ズ に 合 う よ う に カ リ キ ュ ラ ム の大幅 な 変更 を 行 い 、

]ABEE ( 日 本技術者教育認定機構) 認定教育 プ ロ グ ラ ム 申 請 を 目 指 し た設計 ・ 計画 コ ー ス と 構造 コ ー

ス 、 な ら びに 非 申 請の総合 コ ー ス の三 つ の コ ー ス か ら な る カ リ キ ュ ラ ム を 構築 し ま し た 。 さ ら に 、 2005

年度は2008年度 に ]ABEE 申 請 を 行 う こ と を 前提 に カ リ キ ュ ラ ム の整備 を 図 り ま し た 。 2006年度 は カ

リ キ ュ ラ ム の 一部 を 改定す る と と も に 、 学習 ・ 教育到達 目 標 も 一部見直 し ま し た 。 2007年度 は学習 ・

教育到達 目 標 を 一部見直 し ま し た 。 そ し て2008年度に ]ABEE 認定審査 を 受 け 、 設計 ・ 計画 コ ー ス と 構

造 コ ー ス が ]ABEE 認定教育 プ ロ グ ラ ム と し て 認定 さ れ ま し た 。 2009年度は科 目 の 学年配置 を 一部変

更 し ま し た。2010年度は]ABEE認定基準の改定な ら びに卒業単位に関する学則の改定に伴い、 カ リ キ ュ ラ ム を

一部見直 し ま し た 。 ま た 、 2010年度改定 ]ABEE 認定基準で は 自 己学習 時間 を シ ス テ ム と し て確保す る

こ と が要求 さ れて い る こ と か ら 、 シ ラ パ ス を 一部見直 し ま し た。 こ こ に 、 自 己学習時間 と は 、 授業の

予習 や復習 、 さ ら に教員 が効果的な学習活動の た め に指示す る 宿題 ・ 実験 レ ポ ー ト 作成、 調査 ・ 研究

活動 な どの時 間 を 指 し ま す。 本来、 文部科学省の定義に よ れ ば大学で取得す る l 単位 に は こ の よ う な

自 己学習時間 の確保が要求 さ れ て い た の ですが陵昧 に 放置 さ れて い た経緯があ り ま す。 そ こ で 、 「教員

の教授 ・ 指導 に よ る 学生 の 自 立的 自 発的学習 を 誘導す る 教育形態が重要 と な る 。 」 と の主 旨の下、 今後

は 自 己学習 時 間確保に取 り 組 む シ ス テ ム の存在 と そ の実践が要求 さ れ る こ と に な っ た の です。 自 己学

習 時 間 を確保す る 取 り 組み は科 目 ご と に 異 な っ て い ま す の で 、 シ ラ パ ス で確認 し て く だ さ い 。 201 1 年

度 は 15回授業実施 に伴 う 変更 と l 科 目 の新設、 な ら びに 2 科 目 の 名 称変更 を 実施 し ま し た 。 2012年度

に は 、 ]ABEE コ ー ス への進級条件 の一部の緩和 を 行 い ま し た 。 2013年 度 に は 、 2013年 度 以 降 の 入学

生 を 対 象 と し て 、 以下の カ リ キ ュ ラ ム 改正 を 行 い ま し た。

( 1 ) 建築生産管理 を 3 年 次後期 に 、 技術者倫理 を 4 年 次前期 に 移動。

(2)  休講 と な っ て い た 、 「測量学及び実習」 を 「測量実習」 と 名称変更 の上、 開 講。

(3 )  新 た に 建築 キ ャ リ ア デザ イ ン を 開講。

(4) 集合住宅計画 を 3 年次後期 に移動。 (全コ ー ス 必修)

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 構造の基礎 を 3 年次前期 に移動。 ( 全 コ ー ス 必修)

木質構造 を 3 年次前期 に 移動。

そ し て2014年度 に は 、 設計 ・ 計画 コ ー ス と 構造 コ ー ス の学習 ・ 教育到達 目 標 を 改訂 し 、 新た に C -5 

チ ー ム で仕事 を す る た め の 力 を つ け加 え ま し た 。

各 コ ー ス と も 時間割 は共通ですが、 卒業要件が異 な り ま す。 以下 に 、 各 コ ー ス の 詳細 に つ い て述べ

ま す。

1 .  2005 年 度 以 降 入 学 生

1 . 総合 コ ー ス の詳細 に つ い て

総合 コ ー ス は 、 一級建築士の取得 を 目 標 に 、 総合的

な 視野 で建築業界 に お い て幅広 く 活躍で き る 人材の育

成 を 目 標 と し て い ま す。

卒業 に 必要 な 総単位 数 は 130単位 . 1 で 全 コ ー ス 共 通

ですが、 こ の コ ー ス で は 、 設計 ・ 計画 コ ー ス に 比較 し

て 、 建築設計の必修科 目 を 少な く し 、 ラ ン ド ス ケ ー プ

ヂザ イ ン 論、 地域計 画 な ど地域づ く り の た め の必修科

目 を 多 く し て い ま す。 ま た 、 構造 コ ー ス に 比較 し て 、

構造の応用 的 な 必修科 目 を 少 な く し 、 構造の基礎 的 な

必修科 目 を 中 心 に学べる よ う に し て い ま す。 よ り 学生

の 個性 を 尊重 し 、 建築 と そ の 関 連分野 を 地域、 環境、

景観、 歴 史、 文化、 生 活 な ど に 渡 っ て 幅広 く 、 自 主的

に学べる よ う に 配慮 し た プ ロ グ ラ ム です。 ( * 1 : 2009

年度以前入学生 は138単位)
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( 1  ) こ のコ ー スの教育目的、 学習・教育到達目標

こ の コ ー ス の教育 目 的 は 次 の 通 り です 。 「建築技術

者 と し て の 十分な基礎学力 を 身 に付 け 、 高度 で実践

的 な 専 門性 を獲得す る と 同 時 に 、 調和 の と れた教養

を 有 す る 人格の形成 を は か り 、 社会 に お い て 指導力

を 発揮 し て 、 幅広 く 活躍 ・ 貢献で き る 人材 を 地域 と

連携 し て 育成す る こ と を め ざす 。 」

ま た 、 学習 ・ 教育到達 目 標 は 次の通 り です。

1 . 社会貢献 ・ 地域連携

社会 に お い て 指導力 を 発揮 し て 幅広 く 活躍 ・ 貢

献で き る 人材 を 地域 と 連携 し て 育成す る 。

2 基礎学力 の充実

建築技術者 と し て の十分 な 基礎学力 を 身 に付 け

る 。

3 . 高度で、実践的 な 専 門性 と 調和 の と れ た 教養 を 有

す る 人格の形成

高度で実践的 な 専 門 性 を 獲得す る と 同 時 に 、 調

和 の と れた教養 を 有す る 人格の形成 を は か る 。

( 2 )  こ のコースへの進級 に つ い て

学科履修規程 6 条の 3 に定め る 3 年 関 門 の 条件 を

満 た し て い れ ば、 こ の コ ー ス への進級が可能 と な り

ま す。

( 3 )  こ のコースの修了要件 (卒業要件) に つ い て

こ の コ ー ス を 修了 す な わ ち 卒業す る た め に は 、 学

則 第34条 あ る い は学科履修規程第 2 条 に定め る よ う

に 、 共通教育科 目 の総合教養科 目 12単位以上、 外国

語科 目 12単位以上、 保健体育科 目 2 単位 、 合計26単

位以上、 工学共通科 目 の必修12単位 叫 、 選択 6 単位以

上、 専 門 教 育 科 目 の 必 修71単 位 ゆ 3 、 選 択15単 位 以

上 川 、 総計130単位以上 刊 を 修得 し な け ればな り ま せ

ん 。 ( * 2 : 2009年 度 以 前 入 学 生 は 14単 位 、 * 3

2007-2008年度生は74単位 、 2009年度生 は76単位、

* 4 : 2007-2008年度生 は 18単位、 2009年度入学生

は 16単位、 * 5 : 2009年度以前入学生 は 138単位)

成績考査規程第12条( 1 ) に 従 っ て 、 第 4 年次以上の

卒業見込み者に し て 、 既得単位数 と 新た に 登録 し た

単位数 と の和が卒業 に 必要 な 単位数に 達 し 、 し か も

そ の 必要単位数の う ち 8 単位 以 内 の 不合格点 を 得た

者 (後期 の 追試験の結果、 不合格点 を 得 た 者 を 除 く 。 )

に 対 し て は 、 本人の願い 出 に よ り 当 該年度 に 登録 し

不合格 と な っ た科 目 に つ い て 、 学 年 末 に 再試験 を 行

う こ と があ り ま す。
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( 4 )  編 ・ 転 ・ 学士入学時の単位認定 に つ い て

他の高等教育機関等で取得 し た単位の換算 は 、 本

学教務委員 会が定め る 基準 に よ っ て行わ れ ま す。 取

得 し た専 門教育科 目 の単位 は 、 そ の 科 目 の学習 ・ 教

育 目 標が、 本学科 シ ラ パ ス に記載 し て い る 専 門教育

科 目 の学習 ・ 教育到達 目 標 に 相 当 し 、 し か も 達成 目

標 を 満た し て い る 場合 に 認定 さ れ ま す。

2 . 設計 ・ 計画 コ ー ス の詳細 に つ い て

設計 ・ 計画 コ ー ス は2008年 度 に JABEE 認定教育 プ

ロ グ ラ ム に 認定 さ れ た コ ー ス で す。 こ の コ ー ス は 設

計 ・ 計画の プ ロ を 目 指す コ ー ス で あ り 、 設計 ・ 計画 に

特化 し た教育が受け ら れ ま す。

卒業 に 必要 な 総単位数 は 130単位H で全 コ ー ス 共通

ですが、 他の コ ー ス に比較 し て建築設計の必修科 目 を

多 く し 、 構造系 の 必修科 目 を 少 な く し て い ま す。 ( *

6 : 2009年度以前入学生 は 138単位)

( 1 ) こ の コースの教育目的、 学習・教育到達目標

こ の コ ー ス の 教育 目 的 は 次の 通 り です。 「建築技術

者 と し て の 十分 な 基礎学力 を 身 に付 け 、 高 度で実践

的 な専 門 性 を獲得す る と 同 時 に 、 調和の と れた教養

を 有す る 人格の 形成 を は か り 、 社会 に お い て 指導力

を 発揮 し て 、 幅広 く 活躍 ・ 貢献で き る 人材 を 地域 と

連携 し て 育成す る こ と を め ざす 。 」

ま た 、 学習 ・ 教育到達 目 標 は 以下の通 り です。 総

合 コ ー ス に比較 し て 、 よ り 詳 し い学習 ・ 教育到達 目

標 を 設定 し て い ま す。

A . 社会貢献 ・ 地域連携

社会 に お い て 指導力 を 発揮 し て 幅広 く 活躍 ・ 貢献

で き る 人材 を 地域 と 連携 し て 育成す る 。

A - 1 地域 と の 連携 : 地球環境問題 を は じ め 、 地域

の伝統 的 な 風土 ・ 景観 ・ 文化の 問題 を 踏 ま え て

計画 ・ 設計す る 能力 を 育成す る 。

A -2 技術者倫理 : 建築技術者の 地球環境、 社会や

地域 に対す る 責任 を 理解す る 。

B . 基礎学力 の充実

建築技術者 と し て の 十分な基礎学力 を 身 に付 け る 。

B - 1  工学の基礎 と な る 力 : 工学の基礎 と な る 数学

や 自 然科学の基礎学力 、 情報処理能力 を 身 に つ

け る 。



B -2  建築 の基礎 と な る 力 : 造形 ・ 空間創造の た め

の基礎的 な デザ イ ン 能力 ・ 知識、 建築計画 ・ 建

築環境の基礎知識、 建築の構造 ・ 材料 に 関 す る

基礎知識 を 獲得す る 。

B - 3  多 様 な 文化 を 理解す る 基礎 と な る 力 ・ 建築 と

関連す る 人文 ・ 社会文化系 の基礎的 な 教養 を 獲

得 し 、 国際的 な 活動 に 必要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ

ン 能力 を獲得す る 。

C . 高度で、実践的 な 専 門性 と 調和 の と れた 教養 を 有す

る 人格の形成

高度で、実践 的 な 専 門 性 を 獲得す る と 同 時 に 、 調和

の と れ た 教養 を 有 す る 人格の 形成 を は か る 。

C - 1  建築 に お け る 分野 別 の専 門 的 な 知 識 を 使い こ

な す 力 : 建 築 計 画 ・ 設 計 に 関 す る 応 用 的 な 知

識 ・ 能力 を 獲得す る 。 具体的 に は 、 ①敷地 な ど

の与条件 を 理解 し 、 都市 ・ 歴 史 ・ 文化 な ど を 考

慮 し つ つ 、 社会的 に 有効 な 提案 を お こ な う 能力 、

②建築 の構成要素 の性能 と 特長 を 理解 し 、 こ れ

を 設計 に 応用 す る 能力 、 ③機能性 ・ 象徴性 な ど

の 要素 を 考慮 し つ つ 、 提案 に 沿 っ た 空 間構成 を

展 開 す る 能力 、 を 獲得す る こ と を 目 的 と す る 。

ま た 、 構造、 環境、 施工 に 関 し て 必要 な 応用

的知識 ・ 能力 を 獲得す る こ と を 目 的 と す る 。

C -2  建築 に お け る 複数の分野 を横断的 に 総合す る

力 : 都市計画、 歴史、 芸術 な どの諸領域 と 有機

的 に 関連 し て 、 建築物 を 計画 ・ 設計す る 能力 お

よ び表現技術、 防災や外力 、 材料性能 に 関 す る

知 識 を 統合 し 、 建築構造物 を 計画 ・ 設計す る 能

力 を 育成す る 。

C -3 建築 に お い て 自 律的 に 計画 を 立案 ・ 制御 ・ 推

進す る 力 : 演 習 や 実験 を 通 し て 問 題 を 発見 し 、

必要 な 情報 を 自 主的 かっ 継続 的 に 収集分析す る

行動能力 を 養成す る 。

C - 4  建築 に お い て 制約条件 に基づい て 計画 的 に 立

案 ・ 制御 ・ 推進す る 力 : 演 習 や 実験 を 通 し て 問

題発見か ら 解決 に 至 る プ ロ セ ス を 計画 的 に推進

す る 能力 を 養成す る 。

C - 5  チ ー ム で仕事 を す る た め の 力 : 他者 と 協働す

る 際 に 自 己の な すべ き 行動 を 的確 に 判 断 し 、 実

行す る 能力 お よ び、 協働す る 際 に他者の取 る べ

き 行動 を 判 断 し 、 働 き か け る 能力 を 養成す る 。

以上の よ う な 学習 ・ 教育到達 目 標 に対 し て 開 講 さ れ

て い あ 授業科 目 は 表 l の通 り です。 な お 、 そ れぞれの

科 目 は 複数の学習 ・ 教育到達 目 標 を 持 っ て お り 、 必ず

し も 表 l に 分類す る 目 標の み に 限定 さ れ る も の で は あ

り ま せ ん 。

( 2 )  こ のコースへの進級 に つ い て

学科履修規程 6 条の 3 に定め る 3 年 関 門 の条件 を

満 た し 、 か つ 、 2 年 次 ま での必修科 目 の 内 、 未修得

の も の が 1 科 目 ( 2 単位) 以 内 で あ る こ と を こ の コ ー

ス への 進級条件 と し ま す。

以上 の条件 を 全て 満 た し 、 2 年次終了時 (掲示 に

よ っ て 通知す る 期 日 ) に所定の提出 先 に 、 設計 ・ 計

画 コ ー ス への進級希望票 を 提 出 し た者が設計 ・ 計画

コ ー ス へ コ ー ス 分け さ れ ま す。 た だ し 、 希望者が20

名 を 超 え た場合 に は 、 2 年 次 ま で の 成績 (平均点)

を 選考基準 と し て 選抜 し ま す。 卒業要件は コ ー ス 毎

に 異 な り ま すの で 、 コ ー ス の特徴 と 自 分の 適性 を よ

く 見極 め て 希望 し て く だ さ い 。 進級後 の コ ー ス 変更

は 認め ら れ ま せ ん の で十分注意 し て く だ さ い 。

( 3 )  こ のコースの修了要件 (卒業要件) に つ い て

こ の コ ー ス を 修了 す な わ ち 卒業す る た め に は 、 学

則 第34条 あ る い は学科履修規程第 2 条 に定め る よ う

に 、 共通教育科 目 の総合教養科 目 12単位以上、 外国

語科 目 12単位以上、 保健体育科 目 2 単位、 合計26単

位以上、 工学共通科 目 の必修12単位* 7 、 選択 6 単位以

上 、 専 門 教 育 科 目 の 必 修76単 位 叫 、 選 択10単 位 以

上 村 、 総計130単位 以 上 州 を 修得 し な け れ ば な り ま

せ ん。 ( * 7 : 2009年度以前入学生 は 14単位 、 * 8

2007�2008年度生 は77単位、 2009年度生は79単位、

* 9 ・ 2007�2008年度生 は 15単位、 2009年度生 は 13

単位、 * 10 :  2009年度以前入学生 は 138単位)

成績考査規程第12条( 1 )に 従 っ て 、 第 4 年次以上 の

卒業見込み者に し て 、 既得単位数 と 新た に 登録 し た

単位数 と の和が卒業 に 必要 な 単位 数 に 達 し 、 し か も

そ の 必要単位数の う ち 8 単位以内 の不合格点 を 得た

者 (後期 の 追試験の結果、 不合格点 を 得た 者 を 除 く 。 )

に 対 し て は 、 本人の願 い 出 に よ り 当 該年度 に 登録 し

不合格 と な っ た科 目 に つ い て 、 学年末 に再試験 を 行

う こ と があ り ま す。

( 4 )  編 ・ 転 ・ 学士入学時の単位認定 に つ い て

他の 高等教育機関等で取得 し た単位の換算 は 、 本

学教務委員 会が定め る 基準 に よ っ て行 わ れ ま す。 取

得 し た専 門 教育科 目 の単位 は 、 そ の科 目 の学習 ・ 教

育到達 目 標が、 本学科 シ ラ パス に記載 し て い る 専 門

- 537 -



教育科 目 の学習 ・ 教育到達 目 標 に相 当 し 、 し か も 達

成 目 標 を 満 た し て い る 場合 に 認定 さ れ ま す。

3 . 構造 コ ー ス の詳細 に つ い て

構造 コ ー ス は2008年 度 に JABEE 認定教育 プ ロ グ ラ

ム に 認定 さ れた コ ー ス です。 こ の コ ー ス は構造技術者

の エ キ ス パ ー ト に な る た め の コ ー ス で あ り 、 構造理論、

計画、 設計に特化 し た教育が受 け ら れ ま す。

卒業 に 必 要 な 総単位数は 130単位* l lで 全 コ ー ス 共通

ですが、 構造 コ ー ス で は 、 他の コ ー ス に比較 し て構造

系 の基礎お よ び応用 的 な 必修科 目 を 多 く し 、 建築設計

の必修科 目 を 少 な く し て い ま す。 ( * 11 : 2009年 度以

前入学生 は 138単位)

( 1 )  こ のコースの教育目的、 学習 ・ 教育到達目標

こ の コ ー ス の教育理念 は 次の 通 り です。 「建築技術

者 と し て の 十分な 基礎学力 を 身 に 付 け 、 高度で、実践

的 な 専 門性 を 獲得す る と 同 時 に 、 調和 の と れ た 教養

を 有す る 人格の形成 を は か り 、 社会 に お い て 指導力

を 発揮 し て 、 幅広 く 活躍 ・ 貢献で き る 人材 を 地域 と

連携 し て 育成す る こ と を め ざす 。 」

ま た 、 学習 ・ 教育到達 目 標 は 以下の通 り です。 総

合 コ ー ス に 比較 し て 、 よ り 詳 し い学習 ・ 教育到 達 目

標 を 設定 し て い ま す。

A . 社会貢献 ・ 地域連携

社会 に お い て 指導力 を 発揮 し て 幅広 く 活躍 ・ 貢献

で き る 人材 を 地域 と 連携 し て 育成す る 。

A - 1 地域 と の 連携 : 地球環境問 題 を は じ め 、 地域

の伝統的 な風土 ・ 景観 ・ 文化の 問題 を 踏 ま え て

計画 ・ 設計す る 能力 を 育成す る 。

A - 2  技術者倫理 : 建築技術者の 地球環境、 社会や

地域 に対す る 責任 を 理解す る 。

B . 基礎学力 の 充実

建築技術者 と し て の十 分 な 基礎学力 を 身 に 付 け る 。

B - 1  工学の基礎 と な る 力 : 工学の基礎 と な る 数学

や 自 然科学の基礎学力 、 情報処理能力 を 身 に つ

け る 。

B - 2  建築の基礎 と な る 力 : 造形 ・ 空間創造の た め

の 基礎的 な デザ イ ン 能力 ・ 知識、 建築計画 ・ 建

築環境の基礎知識、 建築の構造 ・ 材料 に 関 す る

基礎知 識 を 獲得す る 。

B - 3  多様な 文化 を 理解す る 基礎 と な る 力 : 建築 と

口δ戸hd

関 連す る 人文 ・ 社会文化系 の基礎 的 な 教 養 を 獲

得 し 、 国際的 な 活動 に必要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ

ン 能力 を獲得す る 。

C . 高 度 で実践的 な 専 門性 と 調和 の と れた教養 を 有す

る 人格 の 形成

高度で実践的 な 専 門 性 を獲得す る と 同 時 に 、 調和

の と れ た 教養 を 有す る 人格の形成 を は か る 。

C - 1  建築 に お け る 分野 別 の専 門 的 な 知識 を 使い こ

な す 力 : 構造設計 ・ 計 画 に 関 す る 応 用 的 な 知

識 ・ 能力 を 獲得す る 。 具体的 に は 、 ①要求 さ れ

る 建築空間 の特質 と 性能 を 具現化す る た め の構

造計画 を 展 開 し 、 立案す る 能力 、 ②既存 の技術

や 新技術 を 設計に応用す る 能力 、 ③安全性、 機

能性、 造形性、 経済性、 施工性、 耐久性、 耐火

性 な どの諸要 因 の 合理的 な 調和 を 図 る こ と が可

能 と な る 構造 を 設計す る 能力 、 を 獲得す る こ と

を 目 的 と す る 。 ま た 、 設計 ・ 計画 、 環境、 施工

に 関 し て必要 な 応 用 的知識 ・ 能力 を獲得す る こ

と を 目 的 と す る 。

C - 2  建築 に お け る 複数の分野 を 横断的 に 総合す る

力 ・ 都市計画 、 歴 史 、 芸術 な どの諸領域 と 有機

的 に 関 連 し て 、 建築物 を 計画 ・ 設計す る 能力 お

よ び表現技術、 防災や外力 、 材料性能 に 関 す る

知識 を 統合 し 、 建築構造物 を 計画 ・ 設計す る 能

力 を 育成す る 。

C - 3  建築 に お い て 自 律的 に 計画 を 立案 ・ 制御 ・ 推

進す る 力 : 演 習 や 実験 を 通 し て 問題 を 発見 し 、

必要 な情報 を 自 主的 かつ継続的 に 収集分析す る

行動能力 を 養成す る 。

C -4 建築 に お い て 制約 条件 に 基づい て 計画 的 に 立

案 ・ 制御 ・ 推進す る 力 : 演習 や 実験 を 通 し て 問

題発見か ら 解決 に 至 る プ ロ セ ス を 計画 的 に推進

す る 能力 を 養成す る 。

C - 5  チ ー ム で仕事 を す る た め の 力 - 他者 と 協働す

る 際 に 自 己の な すべ き 行動 を 的確 に判 断 し 、 実

行す る 能力 お よ び、 協働す る 際 に 他者の と る べ

き 行動 を 判 断 し 、 働 き か け る 能力 を 養成す る 。

以上 の よ う な 学習 ・ 教育到達 目 標 に 対 し て 開 講 さ れ

て い る 授業科 目 は表 2 の 通 り です。 な お 、 そ れぞれの

科 目 は複数の学習 ・ 教育到達 目 標 を 持 っ て お り 、 必ず

し も 表 2 に 分類す る 目 標の み に 限定 さ れ る も の で は あ

り ま せ ん。



( 2 )  このコースへの進級 に つ い て

学科履修規程 6 条 の 3 に定め る 3 年関 門 の 条件 を

満 た し 、 か つ 、 2 年次 ま での必修科 目 の 内 、 未修得

の も のが 1 科 目 ( 2 単位) 以 内 で あ る こ と を こ の コ ー

ス への 進級条件 と し ま す。

以上の条件 を 全で 満 た し 、 2 年次終了 時 (掲示 に

よ っ て 通知す る 期 日 ) に所定の提 出 先 に 、 構造 コ ー

ス への 進級希望票 を 提 出 し た 者が構造 コ ー ス へ コ ー

ス 分 け さ れ ま す。 た だ し 、 希望者が20名 を 超 え た場

合 に は 、 2 年次 ま での成績 (平均点) を 選考基準 と

し て 選抜 し ま す。 卒業要件 は コ ー ス 毎 に 異 な り ま す

の で 、 コ ー ス の特徴 と 自 分の適性 を よ く 見極め て 希

望 し て く だ さ い 。 進級後の コ ー ス 変更 は認め ら れ ま

せ ん の で十分注意 し て く だ さ い 。

( 3 )  こ のコ ー スの修了要件 (卒業要件) に つ い て

こ の コ ー ス を 修 了す な わ ち 卒業す る た め に は 、 学

則 第34条 あ る い は学科履修規程第 2 条 に 定め る よ う

に 、 共通教育科 目 の総合教養科 目 12単位以上、 外国

語科 目 12単位以上、 保健体育科 目 2 単位、 合計26単

位以上、 工学共通科 目 の必修12単位 * 12、 選択 6 単位

以上 、 専 門 教育科 目 の必修79単位 刊、 選択 7 単位以

上 * 14 、 総計130単位以上*15 を 修得 し な け れ ば な り ま

せ ん。 ( * 12 :  2009年度以前入学生 は 14単位 、 * 13 : 

2007�2008年度生 は82単位 、 2009年度生 は84単位、

* 14 ・ 2007�2008年度生 は 10単位、 2009年度生 は 8

単位、 * 15 :  2009年度以前入学生 は 138単位)

成績考査規程第12条( 1 )に 従 っ て 、 第 4 年 次以上 の

卒業見込み者に し て 、 既得単位数 と 新た に 登録 し た

単位数 と の和が卒業 に 必要 な 単位数に 達 し 、 し か も

そ の 必要単位数の う ち 8 単位以 内 の不合格点 を 得 た

者 (後期 の 追試験の結果、 不合格点 を 得た者 を 除 く 。 )

に 対 し て は 、 本人の願い 出 に よ り 当 該年 度 に 登録 し

不合格 と な っ た科 目 に つ い て 、 学年末 に 再試験 を 行

う こ と があ り ま す。

( 4 )  編 ・ 転 ・ 学士入学時の単位認定 に つ い て

他の 高等教育機関等で取得 し た 単位の換算 は 、 本

学教務委員 会が定め る 基準 に よ っ て行 わ れ ま す。 取

得 し た専 門 教育科 目 の単位 は 、 そ の 科 目 の学習 ・ 教

育到達 目 標が、 本学科 シ ラ パス に 記載 し て い る 専 門

教育科 目 の学習 ・ 教育到達 目 標 に 相 当 し 、 し か も 達

成 目 標 を 満 た し て い る 場合 に 認定 さ れ ま す。

- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・. . 

年次進行に伴う チ ェ ッ ク ポイ ン ト

l 年 次 ・ カ リ キ ュ ラ ム 、 科 目 登録 な ど教務関係事項の理解

. r大学での 目 標 と 達成度の記録簿」 の受け取 り と 記入 開 始

- ア ドバ イ ザー 教員 の 決定

. 4 年 間 の履修計画

2 年 次 . 3 年次進級関 門 の ク リ ア ー (学科履修規定第 6 条 の 3 )

2010年度以降入学生60単位、 2009年度以前入学生66単位

. 2 年次終了 時、 コ ー ス 分け希望票の提出

3 年 次 ・ コ ー ス 分け決定 と 自 分の コ ー ス に 沿 っ た科 目 登録

. 4 年次進級関 門 の ク リ ア ー (学科履修規定第 6 条 の 3 ) 

2010年度以降入学生100単位、 2009年度以前入学生1 10単位

. 卒業計画 の研究室配属 決定

4 年 次 ・ 卒業計画 の作成

- 卒業要件の ク リ ア ー (学則 第34条 の 7 お よ び学則履修規定第 2 条 の 7 )

2010年度以降入学生130単位、 2009年度以前入学生138単位

. r大学での 目 標 と 達成度の記録簿」 の完成 と 提 出
. ・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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表 1 各授業科 目 の学習 ・ 教育到達 目 標 に対す る 関与の程度

(設計 ・ 計画 コ ー ス )

必境、 学背 教育到連 目 標 に対する !関与の程度

授 業 科 n 名 選択な 学年
A . I  A . 2 日 一 l B . 2 B . 3 G - I C '  2 どの別 C '  3 

共通教育科 目

輯合教控科11 I 人文 社会‘ 並合) .Z.，� 1 - 4 。

車 外l可語科 H 必陪 1 - 3 。
革一外国認科 H 選択盛時 1 - 2 。
工学共通 科 目

F.列 と 行列式 I 必陪 。

聞学 l 必悼 。

冊分拙分 I 必惇 。

JJ学 A 必幡 。

凶学 H 必棺 。

物理学実験 必修 2 。
化学 A 選択 。

ft't B 選択 。

行列 と 行列 式 E 選 択 。

融分冊分 H 選択 。

力学 B 選択 。

力学 C " 選択 2 。

統"ilt 選択 2 。

化学実験 選択 2 。

専門教育科 目

住署学概晶 必惇 。

世襲構造慨晶 必陪 。

珪畢デザイ ノ 基礎 I .Z.，* 。

住宅�II 両 必陪 。

情報処理詰[刊 ・2 必陪 。

構造力学の基礎 I 4・陪 。

珪革デザ イ 〆 基礎 E 必陪 。

珪畢明暗 仁学概論 4・陪 。
構造力学町基礎 E 必惇 2 。

構造力学の基礎 田 川 必惇 2 。

建築構法・ 1 必修 2 。
建革材料 必修 2 。

建築設計 I .J2:、惇 2 。

建築計画 I .Z.惇 2 。
コ ン ク リ ト :[�(! 必悼 2 。

建築設計 E 必修 2 。
珪華計画 E 品悼 2 。

建築熟環境 4・惇 2 。

集合住宅計画 ・5 .ø惇 3 。

近代建築史 必'f 3 。

空気調和設髄 -Z.惇 3 。

都市環壇管理学 必惇 3 。

建築佳畳 必惇 3 。
最筋 コ J ク リ ト 構造の基礎・6 必時 3 。

長骨構造の基礎・7 .ø‘惇 3 。

都市計画 必修 3 。
建築設計E 必修 3 。 。 。
宜E詰 必倖 3 。
韓合設計 l 必惇 3 。 。 。
建築生産管理'" 必惇 3 。
卒業計画 -z、惇 4 。 。 。 。
韓合設計 E 必陣 4 。 。 。
技荷音曲理・9 必惇 4 。
建築キ ャ リ ア デザ イ ン ・ ω 選択 。

造形実習 I 選択 。

構造力学苗晋 I 選択 。

造形実習 E 寧" 選択 2 。

情迫力学期官 E 選択 2 。

建築�111埴 選択 2 。

日 本理器虫 選択 2 。

(盟器技前世} 選択 2 

西洋理事 世 選択 2 。

珪革 C A D 選択 2 。
プロ グ 7 ミ ン グ基礎 ・ l� 選択 2 。
掴置'):;胃 ・ " 選択 2 。

盟事計岡 田 選択 3 。

建築音環境 選択 3 。

理揖衛4 投醐 選択 3 。
水質構造・ " 選 択 3 。

構造計柄 選択 3 。

珪器材料性能計画 選択 3 。

盟築基礎構造・ 15 選択 3 。

骨組町構造力学 選択 3 。

地毘 I 学 選択 3 o 
最崩 コ 〆 ク リ ト 構造の設計法 選択 3 し. . 
コ ν ピ ユ タ 構造解析法 選択 3 。

建畢構造問問 実験 選択 3 。 。
珪器材料実験 選択 3 。 。

民骨構造的設計法 選択 3 。
ラ ン ド ス ケ プデザ イ ノ 論 選択 3 。

撞器'主輯摘胃 ・ " 選択 3 。

理器構造品1十前'Pl 選択 3 。 。
建築防見 選択 4 。
地域;lt岡 選択 4 。

owは、 学刊 教育到達 目 標への関与の程度が大 き い . 0印 は 、 あ る 程度関与 し て い る こ と を 'j，.t.
1 ) 向は今句 庄休講
* 1 耳目7-'Ii.削年 間入学生は必惇
字 2 2007-却IO'FIQ入学生は情報担理 I

2007-宜朋'FIQ入学'Eli 2 単位
* 3  耳目7-宜同8'f.IQ入学生は選択
* 4  耳目7-宜四�'.IQ入"'{:生は l 年Ik
* 5 2C治7-却12'1'1立入学'1 は l '年次
* 6  耳目7-2012'1 出入学'1 は 2 年次
* 7 ZC氾7-抑制 !立入学生は選択
キ 8 耳目7-2012時 !主人�'{:�! は 4 年次
* 9 2JJ)Î- 却12'1 出入学'1 は 3 年改
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* 10 2013年度、 2014年度入学生 のみn録.ur
* 1 1  2叩7-耳削年度入学生 は 1 '1ド坑
* 12 2007-加10年度入学生は情報酬l 日
* 13 2O!4i1 世 に 開 講
* 14 耳目7-加9年度入学生は-J2:、時

2∞7-2012年度入学生は 2 �'1k
* 15 耳泊7-2008年度入学生1;I:2 �'1k

2007-2009年度入学生は-Z" 事
事 16 2OO7-ZC阻年度入学生は 2 年Ik

C '  -1 C '  5 

。

。

。 。

。

。

。

。 。

表 2 各授業科 目 の学習 ・ 教育到達 目 標 に 対 す る 関 与 の程度

(構造 コ ー ス )

必境、 学習 教育到達 目 標 に 対 す る 間 干の程度

控 聾 科 II r. 選択な 学年
A . I  A . 2 B . I  B . 2 B . 3 C ' I C '  2 どの別 C '  3 

共通教fm i l

茸合教I!科 1 1 I 人 ι 社会、 監合) 必陪 1 - 4  。

第一 叫l同品科 H 店、時 1 - 3 。
第一舛l訓告叫 1I 選択 1 - 2 。
工学共通科 11

行列 と 行列式 l 4・陪 。

国学 I .Z.陪 。

置叶冊分 l 必陪 。
力 学 A 必陪 。
図学 目 必修 。
物理学実験 必悼 2 。

化学 A 選択 。

化学 B 選択 。

行列 と 行列 式 E 選択 。

担分間分 E 選択 。

力学 B 選択 。

力 学 c ・ 1 選択 2 。

統計 選択 2 。

化学実験 選択 2 。

専門教育科 目

建築学罰論 必時 。

建串柵造概晶 店、時 。

建畠デザイ ノ 革瞳 I 必陪 。

住宅<lt両 .z、持 由

情報処理出刊 ・2 必惇 。

構造JJ't.の阜礎 I 4・悼 。

盟事デザ イ ン 基礎 H 耳、悼 。

盟事環境 [1('概論 .Z.，* 。

構造JJ学的拡礎 E .J2:、時 2 。
間造力学の基礎 田 川 .J2:、時 2 。

盟事情法・ 3 4・1害 2 。

世畢材料 必陪 2 。

也事設計 I 必陪 2 。

建築計画 I i島惇 2 。
コ ン ク リ ト 工学 必持 2 。

也事設計 E 必惇 2 。

盟築計画 E 必." 2 。

盟築熱環境 必修 2 。

組合住宅計両・5 -z、惇 3 。

近代建築史 盛 時 3 。

空気調和設冊 E陪 3 。

都市環境管理学 ，e.，. 3 。

世革法現 必梓 3 。
It筒 コ ン ク リ ト 惜遣の基礎“ 必特 3 。

最骨構造の基礎 必.. 3 。

惜造計画 -z.，事 3 。

骨組の構造力学 必時 3 。

地震工学 -Z.'. 3 。

技師 コ ン ク リ ト 構造の設計法 必陣 3 。

鉄骨構造の設計法 曜、持 3 。

コ ン ビ ュ ー タ 構造解析怯 必惇 3 。

建築構造前官 ー 実験 必修 3 。 。

建築材料実験 必梓 3 。 。

盟畢生産管理・7 必惇 3 。

卒業計画 .z." 4 。 。 。 。

技持f者情理・8 必陪 4 。
建築キ ャ リ ア デザ イ ノ 的 選択 。

造形克明 l 選択 。

構造力午前刊 l 選択 。

造形書官 H 州 選択 2 。

構造ÎJq:百I胃 H 選択 2 。

建措光環境 選択 2 。

日 本盟事史 選択 2 。

(盟揖技術 世) 選択 2 

西洋自帯出 選択 2 。

建築 C A D 選択 2 。
プ ロ グ ラ ミ ン グ基礎叫l 選択 2 。
測量主胃 .l� 選択 2 。

建壇叶両 皿 選択 3 。

珪措股�tI'lli 選択 3 。 。 。

都市計棚 選択 3 。

意匠論 選択 3 。

総合設J十 I 選択 3 。 。 。

建築 n'珊境 選択 3 。

建築南'1 設噛 選択 3 。
本質構造・ 日 選 択 3 。

建聾材料性能，ì十両 選択 3 。

撞串基礎構造HI 選択 3 。
ラ ン ド ス ケ プデザ イ ン 論 選択 3 。

建革手:時相[明 ・ lf， 選択 3 。

建畠構造ajtill語!w! 選択 3 。 。

童話防w. 遭抗 4 。

詑合設計 E 選択 4 。 。 。

地球;lt嗣 選択 4 。

。印は、 学習 教育到達 目 樟への関与の程度が大 き い . 0印 は ‘ あ る 程度 開 干 し て い る こ と を示す。
( ) 内 は今年度休講
事 l 耳目7-2009年度入学生は-Z.I壊
* 2  耳目7-2010年度入学生 は情報処理 I

2叩7-宜四年度入学生 は 2 単位
本 3 2007-耳目8年度入学外 は選択
* 4 2凶7-2町四年 度入学生は l 年Ik
* 5 2007-加12年度入学生 は l 年Ik
* 6  宜YJ7-却12年度入学生は 2 年比
* 7 ZC泊7-2012年度入学生 は 4 年Ik
* 8  宜削ï-加12'FIQ入学生は 3 年改

* 9  20日年度、 2014年度入学生のみ世録'1
* 10 2007-耳朋年度入学生 は l 年止
* 1 1  ZC旧7-20凶年程入学生は情報担耳 目
* 12 2日14年度 に開講
* 13 2∞7-2009年度入学生は必陣

耳目7-2012年度入学生は 2 �'此
* 14 2007-宜湖年度入学生は 2 年 目〈

耳目7-2009年度入学生は必陣
* 15 ZC旧ï-置賜年度入学生は 2 年 次

C '  4 C '  5 

。

。 。

。 。

。

。

。

。



.・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・.

学則第34条および学科履修規程第 2 条 (関係分) ー卒業要件

学則第34条の 7 (平成25年度新入生 ( 13台) ) 
工学部の学生 は 、 共通教育科 目 に つ い て は 、 総合教養科 目 と し て 人文科学及 び社会科学の各分野 に わ た っ

て そ れぞれ 4 単位以上、 ま た 、 自 然科学及 び総合系列科 目 を 含め計12単位以上、 外国語科 目 と し て 第 l 外
国語 8 単位以上、 第 2 外国語 4 単位以上、 計12単位以上 、 保健体育科 目 と し て 2 単位、 合計26単位以上、
工学共通科 目 に つ い て は 、 建築学科の学生 は18単位以上 (必修科 目 12単位、 選択科 目 6 単位以上) 、 専 門 教
育科 目 に つ い て は 、 建築学科の学生 は86単位以上 (必修科 目 及 び コ ー ス 別必修科 目 - 総合 コ ー ス 71単位、
設計 ・ 計画 コ ー ス 76単位、 構造 コ ー ス 79単位、 選択科 目 及 び コ ー ス 別 選択科 目 -総合 コ ー ス 15単位以上 、
設計 ・ 計画 コ ー ス 10単位、 構造 コ ー ス 7 単位) 総計130単位以上 を 修得 し な け れ ば な ら な い。

学則 第 2 条の 7

卒業す る た め に は 、 次の単位 を 修得 し な け ればな ら な い。

| 年成22-2�年度入学生 (1'Qc':"-'t4台): I 

(1) 共通教育科 目

総合教養科 目 | 社会科学 4 単位以上 | 計12単位以上
総合系列科 目

( 第 l 外国語' " 8 単位以上 )
外 国 語 科 目 1 �� : : : ::: � .:， �� : �: � I 計12単位以上

l 第 2 外国語. . . 4 単位以上 !
保健体育科 目 . " " . " " " . " " " . 2 単位

(2) 工学共通科 目 必修科 目 12単位 選択科 目 6 単位以上

(3) 専門教育科 目 必修科 目 及 びコ ー ス 別必修科 目
総合 コ ー ス 一 一 ぃ ・ ・ 一 71単位
設計 ・ 計画 コ ー ス … … … 76単位
構造 コ ー ス ー " . ・ H ・ " " " " "79単位

選択科 目 及 びコ ー ス 別選択科 目
総合 コ ー ス ・ ・ ・ ・ ・ " " ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 15単位以上
設計 ・ 計画 コ ー ス … … … …10単位以上
構造 コ ー ス … … … … … … … 7 単位以上

| 平成21年度入学生 (09台) I 

( 1 ) 共通教育科 目 平成22年度新入生 に 同 じ

合計26単位以上

合計18単位以上

各 々 計86単位以上

(2 ) 工学共通科 目 必修科 目 14単位 選択科 目 6 単位以上 合計20単位以上

総計130単位以上

(3) 専 門教育科 目 92単位以上 (必修科 目 及 び コ ー ス 別必修科 目 一総合 コ ー ス 76単位、 設計 ・ 計画 コ ー ス

79単位、 構造 コ ー ス 84単位 、 選択科 目 及 び コ ー ス 別選択科 目 一総合 コ ー ス 16単位以上 、
設計 ・ 計画 コ ー ス 13単位以上、 構造 コ ー ス 8 単位 以上)

総計138単位以上

| 平成19-20年度入学生 W1-;08台) I 

(1 ) 共通教育科 目 平成21年度新入生 に 同 じ

(2) 工学共通科 目 平成21年度新入生 に 同 じ
(3) 専 門教育科 目 92単位以上 (必修科 目 及 び コ ー ス 別必修科 目 …総合 コ ー ス 74単位、 設計 ・ 計画 コ ー ス

77単位、 構造 コ ー ス 82単位、 選択科 目 及 び コ ー ス 別 選択科 目 ー総合 コ ー ス 18単位以上、
設計 ・ 計画 コ ー ス 15単位以上、 構造 コ ー ス 10単位以上)

総計138単位以上
. ・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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学科雇修規程第 6 条の 3 … … 3 年進級関門、 4 年進級関門

| 平成22�26年度入学生 (10�14台) I 

3 年進頼関門
( 第 l 項) 工学部の学生 は 、 2 年以上在学 し 、 60単位以上 を 修得 し て い な け れ ば、 第 3 年次開講科 目 の登

録 を す る こ と がで き な い 。

4 年進級関門 : 
( 第 2 項) 工学部の学生 は 、 3 年以上在学 し 、 第 l 、 2 年 次必修 の 第 l 外国語科 目 6 単位、 選択必修 の 第

2 外国語 4 単位、 学科別 に 指定 さ れた専 門教育科 目 の単位 を 含む 100単位 を 修得 し な け れ ば、 第 4 年 次開講

科 目 の 登録 を す る こ と は で き な い。

第 1 項の60単位 ・ 第 2 項 の 100単位 に 算 入 す る 総合教養科 目 、 第 2 外国語科 目 、 工学共通科 目 の 単位数

は 、 次の 通 り と す る 。
( 1 )  総合教養科 目 は 、 12単位 ま で と す る 。

(2 )  第 l 項の60単位 に算入す る 第 2 外国語科 目 の単位数は 、 選択必修科 目 の 4 単位 ま で 、 第 2 項の 100単位

に 算 入 す る 第 2 外国語科 目 の単位数は 、 選択必修科 目 の 4 単位。 :

(3 ) 工学共通科 目 ( あ る い は工学基礎科 目 ) は 、 18単位 ま で と す る 。

| 平成21年度以前入学生 (09台以前) I 

3 年進級関門 ; 
( 第 1 項) 工学部の学生 は 、 2 年以上在学 し 、 66単位以上 を修得 し て い な け れ ば、 第 3 年次開講科 目 の登

録 を す る こ と がで き な い。

4 年進級関門
( 第 2 項) 工学部の学生 は 、 3 年以上在学 し 、 第 l 、 2 年 次必修 の 第 l 外国語科 目 6 単位、 選択必修 の 第

2 外国語 4 単位、 学科別 に 指定 さ れた専門教育科 目 の単位 を 含 む 1 10単位 を 修得 し な け れ ば、 第 4 年 次開講

科 目 の登録 を す る こ と は で き な い 。

第 l 項の66単位 ・ 第 2 項 の 1 10単位 に 算 入 す る 総合教養科 目 、 第 2 外国語科 目 、 工学共通科 目 の単位数

は 、 次の通 り と す る 。

( 1 )  総合教養科 目 は 、 12単位 ま で と す る 。

(2 )  第 l 項 の66単位に算入す る 第 2 外国語科 目 の単位数は 、 選択必修科 目 の 4 単位 ま で 、 第 2 項 の 110単位

に算入す る 第 2 外国語科 目 の単位数は 、 選択必修科 目 の 4 単位。

(3 ) 工学共通科 目 ( あ る い は工学基礎科 目 ) は 、 20単位 ま で と す る 。
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JABEE について

]ABEE (Japan Accreditation Board for Engineering Education、 日 本技術者教育認定機構) は 日 本

で唯一 の技術者数育 プ ロ グ ラ ム の審査、 認定機関です。 そ の審査 は ]ABEE が設定す る 審査基準 に よ っ て 行

わ れ 、 国際的相互認定 を 念頭 に 置い た も の です。 技術者教育課程 の 国 際 的 な 相互認定は ワ シ ン ト ン 協定 に

加盟す る ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス 、 カ ナ ダ、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 、 ア イ ル ラ ン ド 、 香港、 南 ア

フ リ カ 各 国 間 で行 わ れ 、 そ れ ら の 国の 認定機関 で認定 さ れた教育 プ ロ グ ラ ム が冊子で世界 中 に 流布 さ れて

い ま す。 シ ン ガポ ー ル 、 韓 国 、 台湾 も 正式加盟 し ま し た 。 ]ABEE は2005年 に ワ シ ン ト ン 協定 に 正式加盟

し 、 日 本での認定 プ ロ グ ラ ム が広 く 世界 に 周 知 さ れ る こ と と な り ま し た 。 当 学科 の 「設計 ・ 計画 コ ー ス 」 、

「構造 コ ー ス J は2008年度 に ]ABEE 認定 申 請 し て い ま す。 こ れ を 修了 し た 学生 は 、 日 本圏 内 は も と よ り 、

世界各 国 で仕事 を す る 場合 に 、 認定 プ ロ グ ラ ム 修了生 と し て 誇 り を 持 っ て 臨 む こ と がで き ま す。 な お 、 現

在 ド イ ツ 、 イ ン ド、 ス リ ラ ン カ 、 マ レ ー シ ア が暫定加 盟 国 、 ロ シ ア な どが加盟検討 中 であ り 、 英語圏 か ら

発足 し た ワ シ ン ト ン協定が非英語圏で最初 の 日 本 に 続 き 、 ヨ ー ロ ッ パお よ びア ジ ア 各国 が加盟す る こ と に

よ り 、 実質的 に 世界全体 を カ バー す る 国際的相 互認定機関 に な り つ つ あ り ま す。]ABEE 認定 プ ロ グ ラ ム 修

了 生 に 与 え ら れ る 特権の も う 一つ は 、 新技術士法 に 基づい て 、 そ の 第 l 次試験 を 免除 さ れ る こ と です。 修

了 生 は 大学卒業後直 ち に 第 l 次試験合格者 と 同等の修習技術者 と な り ま す。 指導技術士 の 下 で は 技術士補

と し て 4 年 間 、 優れた指導者の下で も 同 じ く 4 年 間 の 実務経験 を 経て 第 2 次試験受験資格が得 ら れ、 合格

す れ ば技術士 と な る こ と がで き ま す。 技術士 は 、 高 い技術的能力 を 持つ者 と し て 、 産業界で は 高 く 評価 さ

れ て い ま す。
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建築学科の科 目 の関連表 (201 3年度、 201 4年度入学生)



1 年次 2年次 3年次 4年次

| 構 造 計 画 | l 建 築 基 礎 構 造 |
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建築学科の科 目 の関連表 (201 0年度入学生)
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建築学科の科 目 の関連表 (2009年度入学生)
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災防築建

建築構造演習・実験

学

鉄骨構造の設計法

工震地

3年次

画ムナl=一一司ロ、'"ス旦

2年次

構造力学の基礎 E

構 造 力 学 演 習 E

構質木法

構造力学の基礎 I

構 造 カ 学 演 習 I

構築建

1 年次

建 築 構 造 概 論

構
造
・

材
料
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印中∞
ーー

建 築 材 料 実 験キオ築建

日E 造 形 実 習

総 合 設 計 E

画計域地

建築環境工学概論

建築デザイ ン 基礎 E

集 合 住 宅 計 画

計
画
・

設
計

環

; 図 学 I トイ 図 学 II � 

境

築 C A 0 建

情 報 処 理 E情 報 処 理

建 築 生 産 管 理技 術 者 倫 理規法築建建 築 実 務 演 習

二

験
一

一

計一
一

実
一

一

定一
一

学一

一

一
一

七
伊
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B

二

B
一

一

A
二

A
一

一
μ子
一
一
品T
一

一

力
一

一

ヒ
一

一

E

二

E
一

一
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一

味一

一
￡λ
一

一
町担
一

一

貫
一
一

行
一

一

ソ

二

と
一

一

ぅ
二

列
一

一

微
一
一

行
~

基
礎

建築学科の科 目 の関連表 (2008年度以前入学生)




